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緑
あ
ふ
れ
る
山
々
、古
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
や
文
化�

そ
れ
ら
す
べ
て
が
こ
の
地
の
人
々
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
き
た�

今
、葛
城
の
名
の
も
と
に
新
た
な
歴
史
が
結
い
合
わ
さ
れ
て
ゆ
く�



葛城山と二上山のふと
ころに抱かれながら、古
来より「葛城」と呼ばれ
発展してきた大地。平成
16年10月１日、北葛城
郡新庄町・當麻町が結
ばれ、新しく葛城市が誕
生した。

空
か
ら
の
葛
城
模
様
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市民が健康で健やかな人生を送ることができるよう支
援する、福祉の総合的な活動拠点。

②福祉総合ステーション
研修室や音楽室、和室、創作室、陶芸室などがあり、
さまざまな講座や教室、文化活動が行われている。

③當麻文化会館

新庄文化会館に併設されている新庄図書館には、AVル
ームや学習室、研修室、対面朗読室などを設置している。

⑨新庄図書館

郷土の歴史、考古、民俗などに関する資料を展示し、
広く一般に公開している。

⑩歴史博物館

市民の本棚として、くらしに役立ち、創造力豊かな子
どもを育てる、親しみやすい図書館。

④當麻図書館

ふたかみパークに併設する道の駅。地元でとれた旬の
野菜などの直売も行われている。

①道の駅ふたかみパーク當麻

葛 城 市 施 設 紹 介
人と自然、人と人とのふれあいの中から葛城の文化がはぐくまれてきた。

葛城の文化を発信する、魅力に満ちあふれた施設を紹介。

体力の維持向上およびスポーツの普及振興を図るため、
設置されている。通称、ウェルネス新庄。

⑪体力づくりセンター

アリーナ、柔・剣道場、プール、テニスコート、トレ
ーニング室などが完備された総合体育施設。

⑤當麻スポーツセンター

客席717席を誇るホールがあり、図書館を併設してい
る。通称、マルベリーホール。

⑧新庄文化会館

バレーボールやバスケットボール、卓球、バドミント
ンなど、屋内スポーツを満喫できる体育館。

⑥市民体育館

会議室や調理実習室、研修室などを有し、さまざまな
講座や教室が行われている。

⑫コミュニティセンター

ホールや研修室、会議室などがあり、さまざまな講座
や教室が行われ、まちの生涯学習の場になっている。

⑦中央公民館



1 葛城市市勢要覧



悠
久
の
時
を
刻
む
大
地
の
上
で
、
歴
史
と
文
化
の
結
晶
が
輝
く
。

山
々
の
ふ
も
と
に
広
が
る
、

こ
の
２
つ
の
ま
ち
で
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
人
々
の
心
、

そ
れ
ら
が
今
、
結
束
す
る
。

こ
の
地
で
生
き
る
よ
ろ
こ
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
く
人
々
は
、

そ
の
想
い
を
込
め
て
、

培
っ
て
き
た
時
の
結
晶
に
、
新
た
な
葛
城
市
の
未
来
を
、

一
つ
一
つ
結
い
合
わ
せ
て
い
く
。
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「住みつづけたいまち・住んでみたいまち葛城市」をめざして

平成16年10月１日、旧新庄町と旧當麻町の２町が奈良県内初の合併により新市・葛城市が

誕生致しました。

私たちのまち葛城市は、大阪市近郊という恵まれた地理的条件を備え、豊かな自然と古代

からの歴史と文化の薫り高いまちとして輝いてまいりました。先人の尊いご努力と皆様のお

力添えの賜物により築いてくださった素晴らしいこの地を「住みつづけたいまち・住んでみ

たいまち葛城市」を基本理念に市民の皆様の英知とご協力を賜りながらこれからのまちづく

りに取り組んでまいります。

この市勢要覧では、今ここにある私たちのまちのさまざまな姿を紹介しています。この快

適な環境を大切にし、歴史ロマンあふれる葛城市の魅力を本誌からお伝えできれば幸いです。

発刊のあいさつ

奈 

良 

県 

葛城市 

葛城市は、奈良盆地の南西部、奈良県の北西部に位置し、北は香芝市、
東は大和高田市、南は御所市の各市と、西は金剛生駒紀泉国定公園を
はさんで大阪府南河内郡太子町などと隣接している。金剛・葛城・二
上西部の山並みと東に広がる低平な沖積地で構成されたまち。

葛城市の位置と地勢

3 葛城市市勢要覧

葛城市長 
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時

結
晶 
時

結
晶 

ま
ち
の
歴
史
編 

ま
ち
の
歴
史
編 母

な
る
山
、葛
城
山
と
二
上
山
に
抱
か
れ
て
、少
し
ず
つ
結
い
合
わ
さ
れ
て
き
た
歴
史
。 

長
い
長
い
時
を
越
え
、形
づ
く
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
宝
は
、 

輝
く
結
晶
の
ご
と
く
光
り
を
放
ち
、今
も
な
お
我
々
の
心
を
魅
了
し
続
け
る
。 

母
な
る
山
、葛
城
山
と
二
上
山
に
抱
か
れ
て
、少
し
ず
つ
結
い
合
わ
さ
れ
て
き
た
歴
史
。 

長
い
長
い
時
を
越
え
、形
づ
く
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
宝
は
、 

輝
く
結
晶
の
ご
と
く
光
り
を
放
ち
、今
も
な
お
我
々
の
心
を
魅
了
し
続
け
る
。 
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葛城山
葛城山では貴重な古墳が数多く発見されている。また、万葉集に
も歌われ、昔から人々の生活と関わりの深い山である。

かつらぎさん

6

時の結晶 
ときのけっしょう 



葛
城
山
と
二
上
山

巡
り
ゆ
く
季
節
の
中
、
き
ら
め
く

山
々
の
姿
が
こ
の
地
に
生
き
た
人
々
を

魅
了
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
ま
ち
の

西
側
に
は
、
美
し
い
葛
城
山
と
二
上
山

が
た
た
ず
み
、
万
葉
集
に
は
山
そ
の
も

の
を
愛め

で
た
歌
が
い
く
つ
も
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

葛
城
山
の
山
上
台
地
に
広
が
る
葛
城

高
原
で
は
、
５
月
初
旬
か
ら
ツ
ツ
ジ
が

咲
き
乱
れ
、
辺
り
は
紅
一
色
に
染
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
二
上
山
の
山
頂
に
は
万

葉
歌
人
の
一
人
、
大お

お

津つ
の

皇み

子こ

の
墓
が
あ

り
ま
す
。

二上山
二上山は、奈良盆地の西を南北に走る金剛生駒連峰の中心に位置
している。雄岳と雌岳大小２つの峰を持つ、美しい形をした山。

にじょうざん

7 葛城市市勢要覧



二
上
山
の
南
東
の
ふ
も
と
に
、
白は

く

鳳ほ
う

時
代
の
栄
華
を
今
に
伝
え
る
伽が

藍ら
ん

の
寺
、
當
麻
寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

寺
の
始
ま
り
は
、
用よ

う

明め
い

天
皇
の
皇
子

麻ま

呂ろ

子こ

親
王
が
推
古
天
皇
20
年
（
６

１
２
）
に
「
万ま

ん

法ぽ
う

蔵ぞ
う

院い
ん

禅ぜ
ん

林り
ん

寺じ

」
と

天
平
建
築
の
偉
観 弥勒仏坐像（金堂）

塑像の表面に布をはり、
漆の上を金箔で仕上げる
といった大変珍しい坐像。
白鳳時代のもの。

當 麻 寺

8

時の結晶 
ときのけっしょう 

1300年以上の歴史を誇る名刹當麻寺。本堂をはじめ、白鳳文化をしのばせる国宝級の遺産がわたしたちを出迎える。1300年以上の歴史を誇る名刹當麻寺。本堂をはじめ、白鳳文化をしのばせる国宝級の遺産がわたしたちを出迎える。



い
う
寺
を
営
ん

だ
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
、

天
武
天
皇
白
鳳

９
年
（
６
８
１
）

に
親
王
の
孫
で

あ
る
當た

い

麻ま
の

真ま

人ひ
と

国く
に

見み

に
よ
っ
て

今
の
場
所
に
移
建
さ
れ
、
現
在
の
當

麻
寺
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

仁
王
門
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
、
国

宝
指
定
の
本
堂
を
は
じ
め
、
東
塔
・

西
塔
や
重
要
文
化
財
指
定
の
金
堂
、

講
堂
な
ど
が
伽
藍
配
置
で
建
ち
並
び

ま
す
。
そ
の
姿
は
、
別
名
曼ま

ん

荼だ

羅ら

堂

と
呼
ば
れ
る
本
堂
を
中
心
に
、
當
麻

曼
荼
羅
へ
の
信
仰
が
高
ま
っ
た
鎌
倉

時
代
の
繁
栄
を
物
語
り
、
天
平
建
築

の
堂
々
た
る
偉
観
を
た
だ
よ
わ
せ
て

い
ま
す
。
毎
年
４
月
下
旬
を
過
ぎ
る

と
、
境
内
に
は
ボ
タ
ン
が
咲
き
始
め
、

静
か
な
趣
に
彩
り
が
そ
え
ら
れ
ま
す
。

東塔と西塔
東西の三重塔がそろって立つ風景は、奈良時代
の面影をそのまま今に伝えている。

曼
まん

荼
だ

羅
ら

と中将姫
當麻寺本堂内には、當麻曼荼羅厨子や中将姫坐像など
が安置されている。曼荼羅は破損がひどいため、３度
の転写が行われた。現在、中将姫が織ったとされる原
本は宝庫に秘蔵されている。

9 葛城市市勢要覧



将
姫
伝
説
を
今
に
伝
え
る
葛

城
市
に
は
、
練
供
養
会
式
が

行
わ
れ
る
當
麻
寺
を
は
じ
め
、
中
将

姫
に
ゆ
か
り
の
深
い
寺
院
が
点
在
し

て
い
ま
す
。

「
往お

う

生
じ
ょ
う

要よ
う

集
し
ゅ
う

」
を
あ
ら
わ
し
て
浄

土
信
仰
を
確
立
し
た
、
歴
史
上
名
高

い
人
物
、
源げ

ん

信し
ん

（
恵え

ん

心し
ん

僧そ
う

都ず

）。
源
信

は
、
當
麻
寺
の
中
将
姫
練
供
養
会
式

ち
ゅ
う
じ
ょ
う
ひ
め
ね
り
く
よ
う
え
し
き

を
始
め
た
人
で
、
高た

か

雄お

寺で
ら

に
は
、
こ

の
源
信
の
生
誕
説
が
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
雄
寺
跡
近
く
に
建

つ
収
蔵
庫
に
は
、
一
木
彫
の
観
音
菩

薩
立
像
や
、
授
乳
・
難
聴
の
人
々
に

霊
験
が
あ
る
薬や

く

師し

如に
ょ

来ら
い

坐ざ

像ぞ
う

な
ど
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
仏

像
が
現
在
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い

10

宿
る
中
将
姫
の
想
い

ま
す
。

石せ
っ

光こ
う

寺じ

は
、
天
平
宝
字
７
年
（
７

６
３
）
に
中
将
姫
が
蓮れ

ん

糸し

を
５
色
に

洗
い
染
め
、
曼
荼
羅
を
織
り
上
げ
た

こ
と
か
ら
、「
染そ

め

寺で
ら

」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
境
内
に
は
、
中
将
姫
が
使
っ

た
染
井
が
あ
り
、
ま
た
、
曼
荼
羅
の

残
り
の
糸
で
つ
く
っ
た
来ら

い

迎ご
う

三さ
ん

尊ぞ
ん

像ぞ
う

も
現
存
し
て
い
ま
す
。
こ
の
寺
は
當

麻
寺
と
同
じ
く
ボ
タ
ン
が
有
名
で
、

11
月
中
旬
か
ら
咲
き
始
め
る
寒
ボ
タ

ン
も
見
も
の
。
當
麻
寺
と
と
も
に
、

高
雄
寺
や
石
光
寺
を
め
ぐ
っ
て
み
る

と
、
中
将
姫
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
人
々
が
抱
い
た
、
浄
土
信
仰
へ
の

深
い
想
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

中 葛
城
の
地
に
宿
る
、
先
人
た
ち
の
深
い
想
い
と
そ
の
足
跡
を
伝
え
る
貴
重
な
遺
産
。

た
た
ず
む
歴
史
の
語
り
部
た
ち
が
、
わ
た
し
た
ち
を
過
去
へ
と
い
ざ
な
う
。

過
去
い
ざ
な
い 

高雄寺跡（上）／ありし日の高雄寺（右）／石光寺（右下）
源信の誕生伝説が残る高雄寺は、平成11年に焼失し、現在は礎石だ
けが残っている。石光寺は天智天皇の時代、この土地の光を放つ石
に本尊弥勒菩薩が彫刻され、創建された。

時の結晶 
ときのけっしょう 
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博西神社／村井家住宅／葛木坐火雷神社
かつらきにいますほのいかづち

（笛吹神社）
南北両殿をつなぐ珍しい建築様式の博西神社には、氏神として布施氏がまつられている。この博西神社とともに、江戸時代
を代表する大和棟の民家である村井家住宅は、国の重要文化財に指定されている。博西神社と同様に古く、人々から「笛吹
神社」と呼ばれ親しまれている葛木坐火雷神社は、笛吹を職とする一族の氏神、火雷大神と天香山彦命をまつる。

置恩寺十一面観音立像
11世紀初めごろにつくられたもので、国の
重要文化財に指定されている。左手に水瓶
を持った立派な姿は、当時の様式をよく表
わしている。

屋敷山古墳
全長約135ｍの前方後円墳で、５世紀中ごろのもの。長持形石棺が納められて
いたと推測され、槍先やガラス小玉なども発掘されている。国指定の史跡。

二塚古墳
全長60ｍの前方後円墳で、国指定の史跡。６世紀中ごろのものと考
えられ、後円部、前方部、造り出し部の３カ所には横穴式石室がある。

の
昔
中
世
の
こ
ろ
、
葛
城
市

一
帯
は
布ふ

施せ

氏
と
い
う
武
士

の
根
拠
地
で
し
た
。
布
施
氏
は
、
大

和
国
（
現
在
の
奈
良
県
）
の
中
で
最
も

有
力
な
武
士
で
し
た
が
、
江
戸
時
代

が
始
ま
る
前
に
、
歴
史
の
大
き
な
変

化
と
と
も
に
滅
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
中
心
と

し
て
、
古
く
か
ら
発
展
を
遂
げ
て
き

た
葛
城
市
に
は
、
大
和
文
化
た
だ
よ
う

貴
重
な
文
化
遺
産
が
た
く
さ
ん
残
っ

て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
が
残
し
て
き

た
足
跡
を
た
ず
ね
て
み
る
と
、
ふ
る

さ
と
の
奥
深
い
歴
史
が
わ
た
し
た
ち

を
過
去
へ
と
心
地
よ
く
い
ざ
な
っ
て

く
れ
ま
す
。

そ
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竹内峠
金剛山地を通る竹内峠は、明治時代中ごろまで竹
内街道の要所としてにぎわった。

高野街道（下）／下街道（上）
高野街道は、和歌山県の高野山へと続く信仰の道。高野
街道に並行して市内を通るのが下街道で、奈良と京都を
つなぐ道である。

良
盆
地
の
南
西
部
に
位
置
す

る
葛
城
市
、
は
る
か
昔
か
ら

葛
城
市
を
含
む
こ
の
辺
り
一
帯
は
、

「
葛
城
」
と
呼
ば
れ
繁
栄
し
て
き
た
地

域
で
す
。
西
に
金
剛
生
駒
紀
泉
国
定

公
園
を
は
さ
ん
で
大
阪
府
河
内
地
域

と
隣
接
し
、
南
は
和
歌
山
県
と
の
県

境
に
近
い
た
め
、

古
く
か
ら
人
や
物

の
往
来
が
盛
ん
で

し
た
。

市
内
に
は
往
時

を
し
の
ば
せ
る
い

く
つ
か
の
道
が
通

り
、
中
で
も
竹
内

街
道
は
、
推
古
天

皇
の
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
大
和
と
河

内
を
結
ぶ
重
要
な

葛
城
を
巡
る
道
の
歴
史

道
路
で
、
日
本
最
初
の
官
道
で
あ
る

こ
と
が
「
日
本
書
紀
」
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
街
道
沿
い
に
は
、
大
和

や
ま
と

棟む
ね

の
古
い
民
家
や
道
標
が
往
時
の
面
影

を
ひ
っ
そ
り
と
た
だ
よ
わ
せ
、
古
人

の
息
づ
か
い
や
足
音
が
今
に
も
聞
こ

え
て
き
そ
う
な
歴
史
の
深
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

時
代
に
よ
っ
て
高
野
山
参
詣
へ
の

道
は
異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
、

市
内
に
残
る
高こ

う

野や

街か
い

道ど
う

も
そ
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下し

も

街か
い

道ど
う

は
奈
良
と
京
都
を
結
ぶ
主
要
幹

線
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
た
道
で
す
。

時
の
流
れ
と
と
も
に
周
り
の
景
色
が

変
わ
っ
て
も
、
そ
の
礎
に
は
古
人
が

繋
い
で
き
た
道
の
歴
史
が
し
っ
か
り

と
根
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

奈

道の変遷とともに発展してきた葛城。往時のにぎわいを彷彿させる街道は、
古に生きた人たちによって踏みしめられた歴史そのもの。

繋いだ道 繋いだ道 
時の結晶 
ときのけっしょう 
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時の結晶 
ときのけっしょう 

本
の
国
技
と
し
て
世
界
的
に

も
有
名
な
相
撲
は
、
だ
れ
も

が
よ
く
知
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
一

つ
で
す
。
し
か
し
、
相
撲
の
歴
史
に

つ
い
て
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い

も
の
で
、
実
は
そ
の
ル
ー
ツ
が
葛
城

市
に
あ
る
の
で
す
。

日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
垂
仁
天
皇

の
時
代
に
、
自
ら
の

力
を
自
慢
し
て
い
た

當た
い

麻ま
の

蹶け

速は
や

と
い
う
男

が
い
ま
し
た
。
天
皇

は
出
雲
よ
り
野の

見み
の

宿す
く

禰ね

と
い
う
男
を
呼
び

寄
せ
、
蹶
速
と
力
比

べ
を
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
が
日
本
で
初
め

て
行
わ
れ
た
天
覧
相

撲
で
す
。
力
闘
の
末
、

国
技
の
歴
史
を
学
ぶ

蹶
速
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

現
在
も
蹶
速
の
墓
は
、
蹶
速
塚
と
し

て
市
内
に
残
っ
て
い
ま
す
。
伝
承
の

上
で
、
蹶
速
は
高
慢
な
人
物
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
実
際
は
素
朴
で
野
性
的

な
性
格
だ
っ
た
よ
う
で
、
土
地
の

人
々
か
ら
は
親
し
み
を
持
た
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
相
撲
の
開
祖
、
蹶
速
に
ち
な

み
、
蹶
速
塚
近
く
に
建
て
ら
れ
た
の
が

葛
城
市
相
撲
館
「
け
は
や
座
」。
相
撲

発
祥
の
地
で
日
本
古
来
の
伝
統
格
技

を
伝
承
し
、
そ
の
歴
史
を
学
び
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
施
設
で
、
館
内
に

は
、
本
場
所
と
同
じ
サ
イ
ズ
の
土
俵

が
あ
り
ま
す
。
土
俵
正
面
に
は
、
ま

す
席
や
観
覧
席
も
あ
り
、
本
物
さ
な

が
ら
の
ど
っ
し
り
と
し
た
相
撲
の
臨

場
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

日

相
撲
発
祥
の
地
、
葛
城
は
、
そ
の

起
源
を
大
切
に
守
り
伝
え
、
そ
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
々
が
伝
統
の
国
技
、

相
撲
の
歴
史
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
な
の
で
す
。

葛城市相撲館「けはや座」
平成２年にオープンしたこの施設は、相撲資料を集めたも
のとしては全国的に珍しく、相撲の歴史や郷土を代表する
力士の資料が展示されている。

天覧相撲（蹶速と宿禰）
初めて天覧相撲を行った、蹶速と宿禰の力比べが描かれた
作品が、葛城市相撲館「けはや座」に保存・展示されてい
る。２人の力強い力闘がよく表現されている。

蹶速塚

起 

源 
大
き
な
力
士
の
力
と
力
が
ぶ
つ
か
り
合
う
相
撲
。
国
技
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。
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本
人
麻
呂
は
、
飛
鳥
時
代
の

こ
ろ
に
活
躍
し
た
「
万
葉
集
」

第
一
級
歌
人
で
す
。
序
詞
、
枕
詞
、

押
韻
な
ど
を
駆
使
し
た
格
調
高
い
歌

風
で
、
そ
の
後
の
千
数
百
年
に
お
よ

ぶ
、
自
ら
の
感
情
を
短
歌
に
込
め
る

作
風
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
人
麻

呂
の
生
涯
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
草く

さ

壁
か
べ
の

皇お
う

子じ

の
舎
人
と
し
て

仕
え
、
石い

わ

見み
の

国く
に

の
役
人
と
な
り
各
地

三
十
六
歌
仙
の
一
人

「
万
葉
集
」
第
一
級
歌
人

を
転
々
と
し
て
い
る
間
に
亡
く
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

葛
城
市
は
人
麻
呂
生
誕
の
地
と
伝

え
ら
れ
、
市
内
に
は
人
麻
呂
を
ま
つ
っ

た
柿
本
神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神

社
は
、
宝
亀
元
年
（
７
７
０
）
に
人

麻
呂
を
改
葬
し
、
そ
の
か
た
わ
ら
に

社
殿
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

柿

治
36
年
（
１
９
０
３
）
葛
城

市
忍
海
に
生
ま
れ
た
前
川
佐

美
雄
は
、
東
洋
大
学
東
洋
文
学
科
に

入
学
、
在
学
中
に
佐
佐
木
信
綱
に
師

事
し
、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
を
通
し
、

歌
壇
の
旗
手
と
し
て
活
躍
し
た
歌
人

で
す
。

昭
和
５
年
に
第
１
歌
集
「
植
物
祭
」

を
刊
行
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
歌
人
と
し
て

歌
壇
に
登
場
し
た
彼
は
、
そ
の
後

葛
城
の
地
を
愛
し
た

日
本
歌
壇
の
旗
手

数
々
の
作
品
を
手
掛
け
、
大
和
の
美

を
統
一
し
た
世
界
を
築
き
、
優
美
で

詩
的
直
感
の
鋭
い
独
自
の
歌
風
を
確

立
し
ま
し
た
。

彼
の
輝
か
し
い
功
績
が
た
た
え
ら

れ
、
昭
和
61
年
に
は
旧
新
庄
町
名
誉

町
民
、
平
成
元
年
に
は
日
本
芸
術
院

会
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
平
成

２
年
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
他
界
し
ま

し
た
。

明

先人の熱き想いを伝える 
葛城に宿る郷土を愛す人々の心。その想いが輝かしい作品となって世に出された。 
彼らが残した功績は、今もなお語り継がれている。 

柿
本
人
麻
呂

前
川
佐
美
雄

か
き
の
も
と
の
ひ
と
ま
ろ

ま
え
か
わ
さ
み
お

木造人麻呂像
柿本神社に伝わる木造人麻呂
像。はめ込み式の首が、夜
になると月の出る方角を
向くといわれている。

新庄歌壇作品集
万葉歌人柿本人麻呂と日本芸術
院会員の前川佐美雄、２人の偉
大な歌人を記念し、平成９年か
ら「新庄歌壇」を設立している。

16
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親
の
実
家
が
あ
っ
た
葛
城
市

竹
内
で
幼
少
時
代
を
過
ご
し

た
作
家
、
司
馬
　
太
郎
。
葛
城
山
麓

の
里
の
風
景
は
、
彼
が
故
郷
と
感
じ

る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

終
戦
を
迎
え
る
と
、
彼
は
新
聞
社

に
勤
め
、
社
会
部
記
者
と
し
て
駆
け

回
り
ま
し
た
。
そ
の
か
た
わ
ら
、
30

歳
に
な
っ
た
ら
会
社
を
辞
め
て
小
説

を
書
こ
う
と
漠
然
に
考
え
て
い
た
よ

故
郷
の
美
し
さ
を

綴
っ
た
作
家

う
で
す
。
そ
の
後
、
筆
を
振
る
う
よ

う
に
な
っ
た
彼
は
、
昭
和
35
年
に

『
梟
の
城
』
で
直
木
賞
、
昭
和
50
年
に

日
本
芸
術
院
賞
恩
賜
賞
、
そ
し
て
平

成
５
年
に
文
化
勲
章
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
著
書
『
街
道
を
ゆ
く
』

で
は
、
葛
城
の
風
景
を
美
し
い
と
語
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
彼
の
ふ
る
さ

と
へ
の
想
い
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
作
品
で
す
。

母

聖
と
呼
ば
れ
、
俳
諧
の
歴
史

に
お
け
る
最
初
の
偉
大
な
作

家
と
し
て
知
ら
れ
る
松
尾
芭
蕉
。
３

大
旅
行
記
の
一
つ
「
野
ざ
ら
し
紀
行
」

で
、
芭
蕉
は
旅
を
共
に
し
た
葛
城
市

竹
内
出
身
の
千
里

ち
　
り

の
こ
と
を
ほ
め
、

千
里
の
俳
句
も
載
せ
て
い
ま
す
。
千

里
は
、
芭
蕉
か
ら
あ
つ
く
信
頼
を
寄

せ
ら
れ
て
い
た
門
人
で
、
芭
蕉
を
誘

い
何
度
も
葛
城
の
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

芭
蕉
は
そ
の
都
度
、
数
々
の
名
句
を

残
し
て
い
ま
す
。
特
に
有
名
な
の
が
、

「
綿
弓
や
琵
琶
に
な
ぐ
さ
む
竹
の
奥
」

と
い
う
句
で
、
文
化
年
間
（
１
８
０
４

〜
18
）
に
建
て

ら
れ
た
句
碑
が

今
も
綿
弓
塚
と

し
て
竹
内
街
道

沿
い
に
残
っ
て

い
ま
す
。

俳千
里
と
と
も
に

竹
内
へ
訪
れ
た
俳
人

縁 先人かつらぎ 
ゆかり 時の結晶 

松
尾
芭
蕉

司
馬
　
太
郎

ま
つ
お
ば
し
ょ
う

し
ば
り
ょ
う
た
ろ
う

門人千里の句碑
芭蕉の綿弓塚近くに、「野ざらし紀行」にも掲載
された門人千里の句碑がある。

本名、福田定一
ふくだていいち

。大正12年（1923）、大阪府大阪
市生まれ。平成８年に他界するまで、歴史小説
を中心に多くの著書を出している。



結
束

想

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
、葛
城
人
一
人
ひ
と
り
の
温
か
い
心
は
、 

　
　
　
は
る
か
昔
か
ら
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
。 

　
そ
し
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
、人
々
の
想
い
が
今
、一
つ
に
結
束
す
る
。 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
、葛
城
人
一
人
ひ
と
り
の
温
か
い
心
は
、 

　
　
　
は
る
か
昔
か
ら
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
。 

　
そ
し
て
新
し
い
時
代
を
迎
え
、人
々
の
想
い
が
今
、一
つ
に
結
束
す
る
。 

ま
ち
の
文
化
・
人
編 
ま
ち
の
文
化
・
人
編 

結
束

想

18
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に
ぎ
わ
う 

と
き 
祭 
り の 

地
域
の
人
々
が
集
い
、
ふ
れ
あ
う

祭
り
は
毎
年
変
わ
る
こ
と
な
く
と
り

行
わ
れ
、
こ
の
時
ば
か
り
は
ま
ち
の

熱
気
を
最
も
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
と
な

り
ま
す
。
１
０
０
０
回
を
超
え
る
當
麻

寺
の
中
将
姫
練
供
養
会
式
は
、
多
く

の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
う
年
中
行
事
の

一
つ
で
、
中
将
姫
が
現
身
の
ま
ま
成

仏
し
た
と
い
う
伝
承
を
再
現
し
た
も

の
で
す
。
一
番
太
鼓
と
鐘
の
音
が
鳴

り
響
く
と
、
當
麻
寺
の
境
内
に
か
け

ら
れ
た
橋
の
上
を
神
輿

み
こ
し

に
の
せ
た
中

将
姫
坐
像
が
寺
僧
に
導
か
れ
な
が
ら

極
楽
堂
（
本
堂
）
へ
と
帰
っ
て
い
き

ま
す
。
黄
金
の
面
を
か
ぶ
り
、
装
束

に
身
を
固
め
た
二
十
五
菩
薩
と
と
も

ま
ち
中
に
響
く
に
ぎ
わ
い

に
練
り
歩
く
姿
は
、
極
楽
浄
土
を
表

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
会
場
は
幻

想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

脈
々
と
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
守

り
伝
え
ら
れ
て
き
た
中
将
姫
練
供
養

会
式
の
ほ
か
に
も
、
春
の
彩
り
が
美

し
い
公
園
ま
つ
り
や
天

覧
相
撲
発
祥
の
地
に
ち

な
ん
だ
け
は
や
ま
つ
り
、

露
店
が
並
び
、
大
輪
の
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
納

涼
花
火
大
会
な
ど
、
人
々

の
に
ぎ
わ
う
声
が
ま
ち
中

に
響
き
わ
た
る
さ
ま
ざ
ま

な
祭
り
が
１
年
を
通
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
を
大
切
に
守
り
、
人
々
の
に
ぎ
わ
う
声
が
響
き
わ
た
る
祭
り
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
す
べ
て
の
心
が
こ
こ
に
あ
っ
た
。

結束する想い 
けっそくするおもい 

公園まつり
毎年５月に開催される公園まつりには、物産店など
の露店が並び、多くの人でにぎわう。

文化とコミュニティまつり
11月３日の文化の日に開催される祭りで、
勢いのある太鼓や踊りなどの催し物、多
種多様な模擬店などが出され、當麻庁舎
前の広場には多くの人が集まる。

小
学
校
の
先
生
た
ち
と
一
緒
に
模
擬

店
を
開
い
て
い
る
の
で
す
が
、
葛
城
市

に
な
っ
て
文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ

り
も
多
く
の
人
が
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ね
。
お
客
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん
、
わ
た
し
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
く
出
店
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
申
し
訳
な
い
く
ら
い
で
す
。

葛
城
市
に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
が
増
え

た
だ
け
で
な
く
、
ま

ち
の
可
能
性
も
広
が

っ
て
い
ま
す
よ
。
わ

た
し
た
ち
も
「
か
つ

ら
ぎ
っ
子
」
が
の
び

の
び
と
育
つ
ま
ち
づ

く
り
に
こ
の
よ
う
な

活
動
を
通
し
て
参
画

し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

広
が
る
葛
城
の
活
動

インタビュー

荒
あら

張
はり

美
み

幸
ゆき

さん

20

けはやまつり
相撲開祖と知られる當麻蹶速

たいまけはや

の塚では、物故力士追
善法要など、けはやまつりが７月に行われる。
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練供養会式
平安時代、寛弘２年（1005）に源信が始めたと伝えられるこの行事は、
毎年５月14日の午後４時から二上山に傾く夕陽を背景に行われる。

納涼花火大会
7月15日の住吉神社夏祭りと同じ日
に行われている。およそ3000発もの
花火が観覧席のすぐそばで打ち上げ
られ、その迫力は圧巻。
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「
千
手
か
け
れ
ば
千
に
咲
く
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
、
１
本
１
本
我
が

子
の
よ
う
に
丹
精
込
め
て
育
て
上
げ

た
菊
に
は
、
立
派
な
花
が
咲
く
と
い

い
ま
す
。
日
本
の
象
徴
と
も
呼
ば
れ

る
菊
の
名
産
地
、
こ
こ
葛
城
市
で
は
、

１
本
の
茎
に
２
輪
ず
つ
咲
く
「
二
輪

菊
」
と
い
う
品
種
の
栽
培
が
盛
ん
で
、

そ
の
生
産
量
は
日
本
一
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

そ
も
そ
も
葛
城
市
で
菊
栽
培
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正

時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
、
大
阪
よ
り
菊

づ
く
り
の
製
法
が
伝
わ
っ
た
こ
と
に

始
ま
り
ま
す
。
葛
城
市
は
、
東
向
き

斜
面
の
山
麓
地
帯
に
位
置
し
て
い
る

日
本
一
の
葛
城
ブ
ラ
ン
ド

た
め
日
没
が
早
く
、
日
照
条
件
や
昼

夜
の
気
温
の
差
が
大
き
い
こ
と
が
菊

の
栽
培
に
適
し
て
い
た
の
で
す
。
そ

の
後
、
菊
栽
培
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に

営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
50
年

代
に
は
、
地
域
の
人
々
の
「
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

熱
い
想
い
か
ら
本
格
的
な
二
輪
菊
づ

く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
二
輪
の
花

を
持
つ
二
輪

菊
は
１
本
１

本
て
い
ね
い

に
芽
か
き
を

す
る
な
ど
、

大
変
手
間
暇

が
か
か
り
ま

　 
二
輪
菊 
日
本
一の 

 結束する想い けっそくするおもい 

す
が
、
や
は

り
「
千
手
か

け
れ
ば
千
に

咲
く
」
と
い

わ
れ
る
だ
け

あ
っ
て
、
徹

底
し
た
品
質

管
理
の
お
か
げ
で
、
美
し
い
花
々
が

生
産
で
き
、
評
判
を
得
て
い
ま
す
。

ま
ち
で
は
、
平
成
13
年
よ
り
市
内

の
新
庄
疋
田
郵
便
局
で
二
輪
菊
を
あ

し
ら
っ
た
消
印
を
採
用
す
る
な
ど
、

市
外
へ
と
そ
の
魅
力
を
伝
え
、
日
本

一
の
葛
城
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

菊栽培
葛城市では、日々菊の研究に取り組んでいる。現在、付加
価値の高い葛城ブランドを確立するため新品種の開発に励
んでいる。

日
本
を
象
徴
す
る
花
で
あ
る
菊
。
そ
の
中
で
も
、
２
つ
の
か
わ
い
い
花
を
咲
か
せ
る
の
は
二
輪
菊
。

人
々
が
丹
精
込
め
て
育
て
る
葛
城
の
二
輪
菊
は
、
ま
ち
が
誇
れ
る
日
本
一
。

二輪菊消印
葛城市の特産、二輪菊をＰＲするため、重陽の節句にあたる９月９日に記念消印つきの郵便物が発送されています。
重陽の節句は、別名「菊の節句」といわれ、平安時代、貴族たちは宮廷で邪気を払い、長寿を願って菊を飾り、うた
げを楽しんだといいます。
二輪菊の記念消印は、新庄疋田郵便局で押すことができます。



葛
城
の
菊
の
特
徴

は
と
い
う
と
、
常
に

高
い
品
質
を
維
持
し

て
い
る
っ
て
こ
と
か

な
。
そ
の
た
め
に

「
共
選
」
と
い
う
珍
し

い
選
別
方
法
で
菊
を

出
荷
し
て
い
る
ん
で

す
が
、
共
選
と
は
園

芸
組
合
ご
と
に
共
同

で
選
別
や
検
品
を
し

て
出
荷
す
る
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
す
。
組
合
で

情
報
共
有
が
で
き
る
ん

で
、
菊
の
質
を
落
と
さ

ず
、
し
っ
か
り
し
た
花

が
た
く
さ
ん
出
荷
で
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
っ
と
、
日
本
全
国
に
葛
城
ブ
ラ
ン

ド
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

品
質
を
高
め
る
「
共
選
」

インタビュー

坂
さか

田
た

久
ひさ

典
のり

さん
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巡
り
ゆ
く
季
節
の
中
、
時
を
忘
れ
ず

に
必
ず
咲
く
花
々
は
、
い
つ
も
わ
た
し

た
ち
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
歴
史

感
た
だ
よ
う
山
々
の
東
に
広
が
る
葛
城

市
は
、
緑
が
豊
富
で
、
ま
ち
を
歩
い
て

い
る
と
色
と
り
ど
り
に
咲
く
花
た
ち
に

思
わ
ず
足
を
止
め
て
し
ま
い
ま
す
。
四

葛
城
に
く
ら
す
魅
力

季
折
々
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
花
の
あ

る
風
景
を
散
歩
で
き
る
の
も
葛
城
市
に

住
む
魅
力
の
一
つ
。

ま
ち
で
は
、
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
市
民
が
中
心
と
な
り
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
は
じ
め
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

花か

卉き

栽
培
が
盛
ん
な
葛
城
な
ら
で
は

の
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
ま
ち
に
暮
ら

し
、
ま
ち
を
愛
す
る
多
く
の
人
た
ち

の
想
い
で
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
活

動
を
通
し
て
、
ま
ち
に
訪
れ
る
多
く

の
人
々
に
潤
い
の
あ
る
「
葛
城
で
く

ら
す
」
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が

願
い
な
の
で
す
。

日
々
の
く
ら
し
に
潤
い
を
与
え
る
花
た
ち
。
人
々
の
心
が
は
ぐ
く
み
、
ま
ち
を
彩
っ
て
い
る
。

花 
く
ら
し
潤
う 

が 咲 
く 

結束する想い 
けっそくするおもい 

みんなの森造成事業
平成11年から始まったみんなの森造成
事業では、毎年実施地区を決め桜の植
樹を行っている。４月になると、各地
区で桜の花が満開になる。

みんなの森造成事業のボランティア活動
現在まで、市内におよそ200本もの桜を植樹している。市内には
新しい桜の名所がつくられ、にぎわっている。

梅の木坂／コスモス
平成17年に名づけられた梅の木坂には、人々の
「地域のシンボルになれば」との想いから坂沿いに
梅の木を植樹している。また、稲刈り後の田園に
コスモスの種をまき、花畑にする地区もある。



花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
市
内
の
公

民
館
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い

ま
す
。
地
区
ご
と
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
取
り
組
み
が
あ
る
の
で
す
が
、

わ
た
し
の
地
区
で
は
公
民
館
の
敷
地

内
に
あ
る
花
壇
や
フ
ェ
ン
ス
に
プ
ラ

ン
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
花
を
植
え
て

い
ま
す
。
公
民
館
の
前
を
通
る
人
や

近
所
の
人
た
ち
は
必
ず
足
を
止
め
ら

れ
て
い
ま
す
ね
。
初
め
は
花

の
名
前
な
ん
て
全
然
知
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で

は
花
の
心
ま
で
読
み
と
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
て
ま

す
。
こ
の
活
動
を
き
っ
か
け

に
、
も
っ
と
も
っ
と
花
い
っ

ぱ
い
の
葛
城
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

花
い
っ
ぱ
い
の
葛
城
に

25 葛城市市勢要覧

インタビュー

小
お

立
だち

晶
あき

敏
とし

さん



憩 
ふ
れ 

  
あ
い 

い 

場 

の 

所 
と 
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ぽ
か
ぽ
か
し
た
陽
気
に
誘
わ
れ
て

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
散
歩
に
出
て

み
よ
う
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
葛
城
市
に
は
自
然
を
生
か

し
た
人
々
の
憩
い
の
場
所
、
緑
い
っ

ぱ
い
の
公
園
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

葛
城
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
屋
敷
山

公
園
は
、
屋
敷
山
古
墳
を
中
心
に
し

た
総
面
積
５
万
８
千
㎡
の
総
合
史
跡

公
園
で
す
。
敷
地
内
に
は
中
央
公
民

館
や
市
民
体
育
館
な
ど
が
あ
り
、
文

化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
に
な
っ
て
い

ま
す
。
屋
敷
山
公
園
と
同
じ
よ
う
に

二
上
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る
の
が
二

上
山
ふ
る
さ
と
公
園
で
す
。
７
千
㎡

自
然
と
歴
史
と
文
化
の
調
和の

広
さ
を
擁
す
る
大
芝
生
広
場
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
思
い
っ
き
り
遊

べ
、
ま
た
、
そ
の
片
隅
に
は
、
か
ら

く
り
時
計
が
見
も
の
の
お
も
ち
ゃ
館

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
公
園
館
や

展
望
台
な
ど
、
大
人
も
童
心
に
返
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
１
日
中
遊
べ
る
公
園

に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
と
歴
史
と
文
化
が
絶
妙
に
調

和
し
た
葛
城
の
公
園
施
設
、
今
で
は

地
域
の
人
々
の
ふ
れ
あ
い
と
憩
い
の

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

葛
城
山
と
二
上
山
に
抱
か
れ
た
大
地
で
、
自
然
を
生
か
し
人
々
が
ふ
れ
あ
う
場
所
。

花
と
緑
あ
ふ
れ
る
公
園
で
、
憩
い
の
ひ
と
と
き
を
。

結束する想い 
けっそくするおもい 

葛城山麓公園
葛城山のふもとに位置する広大な緑地公園。四季を通じて
ツツジや桜、シャクナゲなどの花が楽しめる。

二上山ふるさと公園館
二上山ふるさと公園内にある公園館には、昆虫
などの自然植物の展示室や会議室などがある。



二上山ふるさと公園

屋敷山公園

27 葛城市市勢要覧
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北
海
道
上
川
郡

当
麻
町

当
麻
町
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
日
本
最
大
の
山
岳
国
立

公
園
、
大
雪
山
国
立
公
園
の
ふ
も
と

に
あ
る
、
豊
か
な
森
林
と
肥
沃
な
大

地
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。

は
る
か
古
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
誇

り
に
、
北
海
道
一
の
米
ど
こ
ろ
と
し

て
有
名
で
す
。

未
来
を
拓
く
米
ど
こ
ろ
の
ま
ち

蟠龍まつりinとうま
まちの発展を願い、当麻町の守り神である２頭
の龍へ感謝の気持ちを捧げるための祭り。毎年
８月に開催されている。

ふ
れ
あ
い
を
通
し
、
互
い
の
伝
統
や
文
化
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、

元
気
な
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に
な
る
。

葛
城
が
結
ん
だ
縁
は
、
全
国
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

結
束
す
る
想
い 

ひ
ろ
が
る 
葛
城
の
縁 

え
に
し 



29 葛城市市勢要覧

山
形
県

新
庄
市

岡
山
県
真
庭
郡

新
庄
村

栗
駒
国
定
公
園
の
神
室
連
峰
が
そ

び
え
、
北
西
に
霊
峰
鳥
海
山
を
望
む

山
々
に
囲
ま
れ
た
新
庄
市
。
最
上
川

の
水
路
と
陸
路
を
結
ぶ
要
衝
か
ら
、

道
路
と
鉄
道
の
交
わ
る
高
速
交
通
網

の
要
衝
へ
と
発
展
し
、
山
形
県
最
上

地
方
の
中
心
都
市
と
し
て
栄
え
続
け

て
き
た
ま
ち
で
す
。
豊
か
な
伝
統
と

文
化
が
息
づ
き
、
全
国
に
祭
り
と
雪

の
ふ
る
さ
と
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
う
雪
の
ふ
る
さ
と

ＪＲ新庄駅・ゆめりあ

新
庄
村
は
、
出
雲
街
道
随
一
の
難

所
、
四
十
曲
峠
の
ふ
も
と
に
位
置
し
、

街
道
の
要
衝
「
新
庄
宿
」
と
し
て
繁

栄
し
て
き
た
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
新

庄
宿
を
流
れ
る
水
路
は
、
環
境
庁
指

定
の
「
日
本
の
音
風
景
百
選
」、
毛
無

山
の
ブ
ナ
林
や
カ
タ
ク
リ
の
花
の
香

り
は
「
日
本
の
水
源
の
森
百
選
」「
日

本
の
か
お
り
風
景
百
選
」
に
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

三
百
選
の
里
の
美
し
き
自
然

がいせん桜祭り
137本のソメイヨシノが並ぶがいせん桜通りで毎
年４月下旬に行われる春の風物詩。

男滝 脇本陣木代邸

新庄まつり

「最上広域交流センターゆめりあ」
や「からくり人形」を併設した山
形新幹線のターミナル駅。

あじさいの杜



未
来

結

未
来

結

こ
の
地
で
く
ら
す
、す
べ
て
の
人
が
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
に
と
、 

新
た
な
時
代
を
迎
え
た
今
、人
々
の
願
い
が
重
な
っ
た
。 

　
こ
の
想
い
が
続
い
て
ゆ
く
よ
う
に
、未
来
へ
と
希
望
を
結
い
合
わ
せ
て
い
こ
う
。 

こ
の
地
で
く
ら
す
、す
べ
て
の
人
が
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
に
と
、 

新
た
な
時
代
を
迎
え
た
今
、人
々
の
願
い
が
重
な
っ
た
。 

　
こ
の
想
い
が
続
い
て
ゆ
く
よ
う
に
、未
来
へ
と
希
望
を
結
い
合
わ
せ
て
い
こ
う
。 

ま
ち
づ
く
り
編 

ま
ち
づ
く
り
編 
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和歌山 

大阪 

奈良 

三重 

滋賀 

新庄町
万葉集にも歌われた葛城山を背に、古代から
葛城地域の中心地として発展してきた新庄町
は、中世には有力武士布施氏の根拠地でした。
また、生産量日本一を誇る二輪菊をはじめと
した花卉栽培が盛んなまちです。

隣
り
合
う
旧
新
庄
町
と
旧
當
麻
町

は
、
歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
、
そ

し
て
生
活
の
面
に
お
い
て
も
同
じ
よ

う
な
特
徴
を
持
ち
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
に
深
い
結
び
つ
き
が
あ
る
ま
ち
で

す
。
都
市
基
盤
に
つ
い
て
は
、
大
和

高
田
バ
イ
パ
ス
を
は
じ
め
、
南
阪
奈

道
路
な
ど
の
広
域
的
な
幹
線
道
路

整
備
が
進
む
こ
と
で
、
両
町
の
よ
り

い
っ
そ
う
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
14
年
４
月

に
新
庄
町
・
當
麻
町
の
法
定
協
議
会

が
設
置
さ
れ
、

そ
の
後
平
成

16
年
10
月
１

日

に

新

庄

町
・
當
麻
町

が
合
併
し
、

葛
城
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

葛
城
市
誕
生
ま
で
の
歩
み

快適でうるおいのあるまちづくり
都市公園の施設や道路網の整備、コミュニティ
バスの利便性の向上、また、下水道の整備に
努めている。

福祉の心が常に息づくまちづくり
福祉施設の連携を強め、子どもから高齢者ま
で、だれもが住みよい福祉のまちづくりに取
り組んでいる。

K A T S U R A G I

自然とくらしをまもり、歴史と文化を活かすまちづくり
美しい自然と歴史的文化遺産を守るため、景観保全に努め、また、
安全で安心な環境づくりに取り組んでいる。
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京都 

兵庫 

葛城市　誕生

當麻町
大和国と河内国を結ぶ交通の要衝として栄え
た當麻町には、日本最初の官道といわれる竹
内街道や中将姫伝説が残る當麻寺など、歴史
を感じさせる文化遺産がたくさんあります。
また、天覧相撲発祥の地としても有名です。

新
し
く
誕
生
し
た
葛
城
市
が
目
指

す
ま
ち
と
は
、
健
康
福
祉
の
ま
ち
で

す
。
こ
れ
に
対
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
を
「
恵
ま
れ
た
自
然
と
生
活
環

境
の
中
で
、
地
域
で
支
え
合
い
、
安

心
で
住
み
よ
い
、
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
と
し
て
、
21

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
人
と
自
然
と
歴

史
を
は
ぐ
く
む
文
化
的
な
都
市
を
創

造
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
都
市
の
創
造

葛城市は「住みつづけたいまち住んでみたいまち」の創造を目指します。

誕生記念式典
平成17年２月、葛城市制施行を祝い、誕生記念式典
が盛大にとり行われた。葛城市の今後の飛躍が期待
されている。

産業の振興による活力みなぎるまちづくり
南阪奈道路の開通による利便性を生かし、観光産業の振興
や企業誘致、特産品のＰＲに取り組んでいる。

輝く未来のための教育に
全力を注ぐまちづくり
生涯学習や学校教育の相談体制整備、
英語指導助手による国際理解教育を進
めている。

未来を結う 
みらいをゆう 

33 葛城市市勢要覧

住民の皆様との対話と
協働による新しいまちづくり
積極的に市民の声を市政に取り入れ、住みよい
まちづくりに取り組んでいる。



34

未来を結う 
みらいをゆう 

南阪奈道路・大和高田バイパス
南阪奈道路・大和高田バイパスの完成により、本市の交通
アクセスの向上が期待されている。



適
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
は
、
住

み
よ
い
環
境
づ
く
り
が
基
本
で

す
。
葛
城
市
で
は
、
南
阪
奈
道
路
・

大
和
高
田
バ
イ
パ
ス
の
開
通
が
交
通

渋
滞
の
緩
和
や
地
域
の
振
興
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
、
そ
の
利
便
性
を

生
か
し
て
一
般
道
路
網
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道

の
整
備
な
ど
も
進
め
、
衛
生
的
な
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

屋
敷
山
公
園
や
二
上
山
ふ
る
さ
と

公
園
な
ど
の
都
市
公
園
は
、
水
と
緑

あ
ふ
れ
る
交
流
と
憩
い
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
だ
れ
も
が
集
う
公
園
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
利
用
し
や
す
い

施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

こ
の
ま
ち
に
住
む
す
べ
て
の
人
た
ち
に
、
快
適
で
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
に
、
今
進
め
て
い
る
葛
城
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
。

【
生
活
・
都
市
基
盤
】

35 葛城市市勢要覧

快

下水道整備事業
人々の生活に欠かせない生活関連事業の基盤である下水道
整備事業。早期完成を目指し、着々と進められている。

屋敷山公園 二上山ふるさと公園

公園でのふれあい風景
市内には、屋敷山公園や二上山ふるさと公園などの市民が
のびのびと過ごせる都市公園がある。

水道事業
市民生活のライフラインである水道事業。特に水質
検査については、細心の注意がなされている。
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未来を結う 
みらいをゆう 

世代間交流
子どもから高齢者までさまざまな世代の人に、ふれあいの
中からお互いに学べる機会を提供している。



いきいきセンター 福祉総合ステーション

「健康づくりは幸せづくり」をテーマに開催される健
康ふれあいまつり。恒例のウォーキングは大人気。

葛城市健康ふれあいまつり

37 葛城市市勢要覧

々
が
健
康
で
安
ら
い
だ
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保

健
と
福
祉
、
そ
し
て
医
療
が
連
携
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
一
貫
し
た
保
健

医
療
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

市
民
だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
日
々
充

実
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
子
育

て
支
援
、
保
健
、
医
療
な
ど
の
各
分

野
に
お
い
て
、
個
人
の
自
立
を
尊
重

し
な
が
ら
相
互
に
支
え
合
っ
て
い
け

る
よ
う
な
地
域
福
祉
を
総
合
的
に
推

進
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

互
い
を
思
う
地
域
福
祉

福
祉
の
心
が

常
に
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り

人
々
に
と
っ
て
幸
せ
な
く
ら
し
と
は
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
と
地
域
福
祉
の
充
実
。

そ
の
た
め
に
１
番
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
の
温
か
い
心
づ
く
り
。

【
保
健
・
福
祉
】

人

乳児健診
母子保健事業の一環として、乳幼児の心身の健康づくりのために、
乳児健診を実施している。
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未来を結う 
みらいをゆう 

葛城市歴史博物館
葛城市だけでなく、葛城地域、奈良県全体を視野に入れた、
歴史・伝統・文化に関する展示を行っている。
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城
市
の
魅
力
の
一
つ
、
歴
史
的

文
化
遺
産
は
、
後
世
へ
と
大
切

に
守
り
伝
え
て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。

ま
ち
で
は
、
葛
城
市
歴
史
博
物
館
を

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、
歴
史
の
ま

ち
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
美
し
い
自
然
と
魅
力
あ
る
町

並
み
保
存
の
観
点
か
ら
、
衛
生
環
境

を
充
実
す
る
た
め
に
、
ご
み
の
分
別

収
集
な
ど
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
都
市

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
日

ご
ろ
か
ら
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
よ
る
活
動
の
推
進
を
行
っ
て

い
ま
す
。

魅
力
あ
る
く
ら
し

自
然
と
く
ら
し
を
ま
も
り
、

歴
史
と
文
化
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

美
し
い
自
然
に
抱
か
れ
て
、
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
悠
久
の
歴
史
が
息
づ
く
町
並
み
。

今
と
昔
が
共
生
す
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
。

【
歴
史
・
環
境
・
く
ら
し
】

葛

公開講座「葛城学へのいざない」
葛城市歴史博物館で開催している。毎回各方面より講師を迎え、
さまざまなテーマで講演を行っている。

ごみ分別収集の取り組み 當麻リサイクルセンター

交通安全教室
子どもたちの交通事故防止のために、交通マナーや交通安全に対する
意識の高揚などを目的に行っている。
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未来を結う 
みらいをゆう 

葛城市商工まつり
毎年９月に行われる葛城市商工まつりは、商工会館周辺を
メイン会場に、露店が並び、たくさんの催し物でにぎわう。
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市
の
活
力
は
、
そ
こ
で
展
開
さ

れ
る
人
々
の
日
常
生
活
や
地
域

活
動
、
商
業
や
工
業
、
農
業
な
ど
の

産
業
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

葛
城
市
で
は
、
南
阪
奈
自
動
車
道

が
開
通
さ
れ
た
こ
と
で
得
ら
れ
る
大

阪
都
市
圏
近
郊
の
位
置
的
な
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
に
生
か
す
べ
く
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
富
な
歴
史
的
文
化
財
と
結

び
つ
け
た
観
光
産
業
の
振
興
や
企
業

誘
致
を
行
い
、
工
業
地
域
の
充
実
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た

地
場
産
業
の
振
興
を
図
り
、
活
力
に

満
ち
た
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

活
力
に
満
ち
た
産
業

産
業
の
振
興
に
よ
る

活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
に
活
気
を
起
こ
す
地
場
産
業
は
、
固
有
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
生
か
し
、

葛
城
の
個
性
や
魅
力
を
創
出
し
て
い
る
。

【
産
業
・
観
光
】

都

ねぎ栽培
市内のあちらこちらでは、農業が盛んに行われ
ている。

市内にある酒蔵 くつ下工場

工業地帯
葛城市では、大阪都市近郊の優位性を生かした各種産業が盛んに行われている。

近鉄新庄駅前公園
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未来を結う 
みらいをゆう 

地域公民館活動
葛城市中央公民館を中心に、毎回多彩なレクリエーションやスポーツ
活動などを実施し、人々の学びとふれあいの機会にしている。
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ち
に
住
み
、
ま
ち
を
つ
く
る
の

は
「
人
」
で
あ
り
、
人
づ
く
り

は
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
も
の

で
す
。
学
校
教
育
の
中
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
感
性
や
自
立
心
が

培
わ
れ
、
ま
た
、
文
化
、
芸
術
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
生
涯
学
習
で
は
精
神

的
、
文
化
的
な
豊
か
さ
が
は
ぐ
く
ま

れ
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
悩
み

を
抱
え
る
こ
と
な
く
の
び
の
び
と
成

長
で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育
に
お
い

て
は
、
教
育
相
談
体
制
の
充
実
や
施

設
整
備
、
国
際
理
解
教
育
な
ど
を
行

い
、
ま
た
、
生
涯
学
習
で
は
、
魅
力

あ
る
場
づ
く
り
を
目
指
し
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

人
づ
く
り
は
ま
ち
の
基
盤

輝
く
未
来
の
た
め
の

教
育
に
全
力
を
注
ぐ
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
「
学
び
た
い
」
意
欲
を
高
め
、
よ
り
豊
か
な
人
間
性
を
確
立
す
る
人
づ
く
り
は
、

葛
城
ら
し
い
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
。

【
教
育
・
生
涯
学
習
】

ま

英語指導助手による授業風景
市内の幼稚園・小学校・中学校に外国語指導助手を
配置し、英語に親しむ教育を展開している。

當麻太鼓白鳳座 かつらぎ太鼓

ふれあい女性セミナー
生涯学習のまちづくりの一環として、地域の人々の生きがいづくりを目
的にさまざまな活動を行っている。

市立図書館
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未来を結う 
みらいをゆう 

市政モニター制度
行政サービスの満足度やニーズなど、市政に対する市民の意見や
提案をモニター会議で聞き、まちづくりに取り入れている。
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会
状
況
が
激
し
く
変
化
し
、
経

済
情
勢
も
厳
し
い
現
代
社
会
の

中
で
、
葛
城
市
が
掲
げ
た
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
は
「
恵
ま
れ
た
自
然
と
生

活
環
境
の
中
で
、
地
域
で
支
え
合
い
、

安
心
で
住
み
よ
い
、
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
り
、
住
民
の
総
意
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
葛

城
市
で
は
、
輝
か
し
く
住
み
よ
い
ま

ち
を
目
指
し
て
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
確
立
し
、
市
民
の
声
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
を目

指
し
て

住
民
の
皆
様
と
の
対
話
と

協
働
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

じ
か
に
市
民
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
可
能
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち
が
創
造
さ
れ
て
い
く
。

葛
城
市
の
輝
く
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
議
会
・
行
政
】

社

葛城市役所新庄庁舎葛城市役所當麻庁舎

行政側

議会側



【
市
長
】

川
義
彦
と
申
し
ま
す
。
皆
さ

ん
ご
存
知
の
通
り
、
平
成
16
年
か
ら
市
長

を
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
新

庄
町
と
當
麻
町
が
合
併
し
、

葛
城
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
日
は
、
葛
城
市
の
魅
力
で

あ
っ
た
り
、
皆
さ
ん
方
自
身

の
将
来
の
夢
な
ど
を
語
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
自
己
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
瀬
川
】
新
庄
中
学
校
の
瀬
川
浩
輔

せ
が
わ
こ
う
す
け

と
い

い
ま
す
。
生
徒
会
書
記
を
や
っ
て
い
ま
す
。

【
朝
隈
】
新
庄
中
学
校
の
朝
隈
芽
生

あ
さ
く
ま
め

い

で
す
。

剣
道
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
や
っ
て
い
ま
す
。

【
饒
波
】
白
鳳
中
学
校
の
饒
波
拓
人

の
な
み
た
く
と

で
す
。

水
泳
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。

【
仲
川
】
白
鳳
中
学
校
の
仲
川
純
世

な
か
が
わ
す
み
よ

で
す
。

部
活
は
吹
奏
楽
部
で
す
。

【
市
長
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
本
題
に
入
り
ま
す
。
わ
た
し

が
考
え
る
葛
城
市
の
今
後
の
発
展
に
つ

い
て
で
す
が
、
旧
両
町
に
共
通
す
る
歴

史
や
文
化
遺
産
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

用
す
る
方
法
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合

併
に
よ
り
市
域
が
広
が
り
、
多
く
の
交

流
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
調
和
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
で
き
る
の
は
な
い
か
と
、
ま

ち
の
可
能
性
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
中

学
生
の
皆
さ
ん
は
市
に
な
っ
て
何
か
変

わ
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

【
瀬
川
】
市
に
な
っ
た
こ

と
が
未
だ
に
不
思
議
な
感

覚
な
の
で
す
が
、
自
転
車

で
ま
ち
中
を
走
っ
て
い
て

旧
當
麻
町
に
入
っ
た
と

き
、「
こ
こ
も
自
分
の
ま

ち
な
ん
だ
な
あ
」
と
、
ま

ち
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
仲
川
】
わ
た
し
の
父
が
旧
新
庄
町
に
勤

め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
前
々
か
ら
旧

新
庄
町
の
歴
史
や
文
化
に
興
味
は
持
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
葛
城
市
に
な
っ
て

身
近
に
感
じ
、
さ
ら
に
興
味
深
く
な
り

ま
し
た
。

【
市
長
】
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
葛
城
市
に

対
す
る
感
じ
方
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。
で

は
、
葛
城
市
の
今
一
番
の
魅
力
は
何
だ
と

思
い
ま
す
か
？

【
瀬
川
】
葛
城
市
の
魅
力
は
菊
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
、
夜
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
光
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
で
き

れ
い
。
夜
景
も
魅
力
的
で
す
！

【
朝
隈
】
周
り
の
ま
ち
は
工
業
が
発
達
し

て
い
る
の
に
比
べ
て
、
葛
城
市
は
自
然
が

豊
富
な
魅
力
的
な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

【
饒
波
】
葛
城
市
は
公
園
が
多
い
の
で
、

地
域
で
交
流
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。

【
仲
川
】
當
麻
寺
な
ど
の
文
化
財
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
か
な
。
わ
た
し
は
そ
ん
な
葛
城
市
が
大

好
き
で
す
！

【
市
長
】
そ
う
で
す
ね
。
今
現
在
の
こ
う

し
た
魅
力
を
大
事
に
し
な
が
ら
ま
ち
の
観

光
資
源
と
し
て
も
活
用
し
、
そ
れ
ら
を
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
責
任
が
わ
た
し
た

ち
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
市
内
は
南
阪
奈
道
路
が

開
通
し
、
利
便
性
か
ら
見
て

も
非
常
に
恵
ま
れ
た
大
地
へ

と
進
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
葛
城
市
の
魅
力
は
ま

す
ま
す
ア
ッ
プ
し
て
い
く
で

し
ょ
う
。

【
中
学
生
全
員
】
な
る
ほ
ど
！
葛
城
市
の

魅
力
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
進
む
の

で
す
ね
！

【
仲
川
】
葛
城
市
に
つ
い
て
、
わ
た
し
た

ち
か
ら
市
長
さ
ん
へ
質
問
し
て
も
い
い
で

す
か
？

【
市
長
】
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
！
何
で
も
聞

い
て
下
さ
い
。

【
饒
波
】
葛
城
市
に
は
文
化
財
や
公
園
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
で
す
か
？

【
市
長
】
そ
う
で
す
ね
。
全
国
的
に
有
名

な
當
麻
寺
を
は
じ
め
、
博
西
神
社
な
ど
、

す
べ
て
挙
げ
る
と
相
当
な
数
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
公
園
に
つ
い
て
は
、
最
近
、

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
の
避
難
公
園
と

い
う
も
の
が
話
題
に
な
っ
て
い
て
、
今
後

は
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
公
園

整
備
も
進
め
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

【
朝
隈
】
わ
た
し
は
、
毎
日

部
活
動
で
帰
宅
時
間
が
遅
く

な
っ
て
し
ま
い
、
帰
り
道
が

暗
く
て
こ
わ
い
場
所
が
あ
り

ま
す
。
市
で
は
、
防
犯
に
つ

い
て
の
対
策
は
実
施
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

【
市
長
】
警
察
の
方
と
連
携
を
と
っ
て
い

ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ

未
来
に
結
い
あ
わ
せ
る
想
い

未
来
を
結
う

葛
城
市
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、

今
後
予
想
さ
れ
る
効
果

新
生
、
葛
城
市
の
魅
力

中
学
生
か
ら

市
長
へ
質
問
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て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
く
環
境
づ

く
り
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
学

生
の
登
下
校
時
に
高
齢
者
の
方
に
通
学
路

に
立
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
街
灯
を
設
置

し
た
り
し
て
、
暗
く
危
険
な
環
境
を
つ
く

ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
よ
。

【
朝
隈
】
そ
う
い
え
ば
、
通
学
路
の
樹
木

が
刈
ら
れ
て
い
て
見
晴
ら
し
が
よ
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
あ
の
樹
木
の
刈
り
と
り
も

防
犯
対
策
な
の
で
す
か
？

【
市
長
】
は
い
、
そ
う
な
ん
で
す
。
防
犯

対
策
は
、
ま
ず
犯
罪
が
起
こ
ら
な
い
環
境

づ
く
り
か
ら
進
め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

【
瀬
川
】
都
市
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

今
ど
ん
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
の
で
す
か
？

【
市
長
】
近
鉄
御
所
線

新
庄
駅
と
Ｊ
Ｒ
大
和
新

庄
駅
を
結
ぶ
道
路
の
拡

幅
は
旧
新
庄
町
の
こ
ろ

か
ら
の
事
業
で
あ
り
、

尺
土
駅
前
周
辺
の
整
備

も
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
南
阪
奈
道

路
が
開
通
し
ま
し
た
の

で
、
山
麓
沿
い
を
農
業

体
験
が
で
き
る
農
場
と

し
て
開
放
す
る
な
ど
、

葛
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
活
性
化

を
図
り
、
観
光
客
の
増
加
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

【
仲
川
】
こ
れ
か
ら
葛
城
市
を
ど
の
よ
う

な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

【
市
長
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
し
て
、
瀬
川
く
ん
が
話
し
て
く

れ
た
菊
な
ど
の
特
産
品
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
、
全
国
に
誇
れ
る
葛
城
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
し
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
多
く
の

人
々
に
葛
城
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
、

も
っ
と
も
っ
と
特
徴
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
市
長
】
で
は
反
対
に
、
わ
た
し
か
ら
皆

さ
ん
に
質
問
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
葛
城
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
か
？

【
仲
川
】
葛
城
市
が
全
国

的
に
有
名
に
な
り
、
だ

れ
も
が
一
度
は
行
っ
て

み
た
い
と
思
う
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
市
長
】
わ
た
し
は
、「
葛

城
」
と
い
う
名
前
が
好

き
で
す
。
こ
の
名
前
を

全
国
に
発
信
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
し
か
し
、

問
題
は
中
身
で
す
。
葛

城
市
の
よ
さ
を
ど
ん
ど

ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

ま
す
よ
。

【
饒
波
】
市
外
の
人
が
買
い
物
が
て
ら
駅

を
降
り
て
、「
葛
城
に
も
寄
ろ
う
か
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

【
市
長
】
今
の
葛
城
市
に
は
、
饒
波
く
ん

が
思
っ
て
い
る
よ
う
な
、

駅
を
降
り
て
か
ら
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
街
並
み

が
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た

し
は
、
喫
茶
店
や
日
用

品
店
な
ど
が
並
ぶ
市
の

玄
関
口
を
整
備
す
る
計

画
を
立
て
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
は
、
考
え

方
次
第
で
い
く
ら
で
も

発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
い
て
、
魅
力
あ
る
街
並
み
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

【
朝
隈
】
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
、
す
べ
て
の
人
が
葛
城
市
に
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
、
福
祉
が
充
実
し

た
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
市
長
】
社
会
状
況
に
応
じ
て
対
処
し
て

い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
健
康
づ
く

り
推
進
委
員
が
い
ま
し
て
、
食
事
の
講
習

会
や
料
理
教
室
を
開
き
、
食
生
活
を
見
直

す
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
瀬
川
】
旧
新
庄
町
、
旧
當
麻
町
に
住
む

人
々
が
互
い
に
交
流
で
き
る
機
会
を
つ

く
っ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
市
全
体
が
団

結
し
た
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
市
長
】
ま
だ
市
に
な
っ
た
ば
か
り
な
の

で
、
市
民
が
一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
旧
町

そ
れ
ぞ
れ
が
実
施
し
て
い
た
商
工
ま
つ
り

な
ど
を
一
本
化
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
。

【
瀬
川
】
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！
と
こ
ろ
で
、

話
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
市
長
さ
ん
は
ど
の

よ
う
な
子
ど
も
時
代
を
過

ご
さ
れ
て
き
た
の
で
す

か
？

【
市
長
】
幼
い
こ
ろ
は
、

学
校
か
ら
帰
る
と
す
ぐ

か
ば
ん
を
放
り
出
し
て
遊
び
に
飛
ん
で
い

く
わ
ん
ぱ
く
小
僧
で
し
た
。
中
学
校
時
代

は
陸
上
の
選
手
で
、
走
り
回
る
の
が
好
き

だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
高

校
卒
業
後
、
旧
新
庄
町
役
場
に
就
職
し
て

以
来
、
ず
っ
と
職
員
と
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

【
中
学
生
全
員
】
市
長
さ
ん
も
、
わ
た
し

た
ち
と
同
じ
よ
う
な
子
ど
も
時
代
を
過
ご

さ
れ
て
き
た
の
で
す
ね
。

【
市
長
】
そ
う
で
す
よ
。
皆
さ
ん
の
葛
城

市
へ
の
想
い
は
わ
か
り
ま
し
た
。
本
当
に

素
晴
ら
し
い
ま
ち
で
す
。
自
分
の
ふ
る
さ

と
を
誇
り
に
思
い
、
そ
の
想
い
を
温
め
続

け
、
夢
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し

て
下
さ
い
。
た
と
え
葛
城
市
を
離
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
と
し
て
も
「
よ
い
ま
ち
だ
な
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
わ
た
し
も
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ふ
る

さ
と
へ
の
想
い
を
胸
に
持
ち
続
け
、
頑
張

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
た
ち

の
未
来
に
期
待
し
て
い
ま
す
よ
！
今
日
は

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
夢
、
こ
れ
か
ら
の

葛
城
市
に
望
む
も
の
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葛城山と二上山のふと
ころに抱かれながら、古
来より「葛城」と呼ばれ
発展してきた大地。平成
16年10月１日、北葛城
郡新庄町・當麻町が結
ばれ、新しく葛城市が誕
生した。
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市民が健康で健やかな人生を送ることができるよう支
援する、福祉の総合的な活動拠点。

②福祉総合ステーション
研修室や音楽室、和室、創作室、陶芸室などがあり、
さまざまな講座や教室、文化活動が行われている。

③當麻文化会館

新庄文化会館に併設されている新庄図書館には、AVル
ームや学習室、研修室、対面朗読室などを設置している。

⑨新庄図書館

郷土の歴史、考古、民俗などに関する資料を展示し、
広く一般に公開している。

⑩歴史博物館

市民の本棚として、くらしに役立ち、創造力豊かな子
どもを育てる、親しみやすい図書館。

④當麻図書館

ふたかみパークに併設する道の駅。地元でとれた旬の
野菜などの直売も行われている。

①道の駅ふたかみパーク當麻

葛 城 市 施 設 紹 介
人と自然、人と人とのふれあいの中から葛城の文化がはぐくまれてきた。

葛城の文化を発信する、魅力に満ちあふれた施設を紹介。

体力の維持向上およびスポーツの普及振興を図るため、
設置されている。通称、ウェルネス新庄。

⑪体力づくりセンター

アリーナ、柔・剣道場、プール、テニスコート、トレ
ーニング室などが完備された総合体育施設。

⑤當麻スポーツセンター

客席717席を誇るホールがあり、図書館を併設してい
る。通称、マルベリーホール。

⑧新庄文化会館

バレーボールやバスケットボール、卓球、バドミント
ンなど、屋内スポーツを満喫できる体育館。

⑥市民体育館

会議室や調理実習室、研修室などを有し、さまざまな
講座や教室が行われている。

⑫コミュニティセンター

ホールや研修室、会議室などがあり、さまざまな講座
や教室が行われ、まちの生涯学習の場になっている。

⑦中央公民館
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